











































カの Findinga Way Projectを手がかりに一」であった。金氏は，ジェンダー概念に注目し，女子中高
生の地理学習促進を目指した学習内容と方法を明らかにすることを目的とする発表を行った。質疑では，
女性のための教育ということだが，男性はどうなるのか， Findinga Way Projectの詳しい内容について，
等が論点となった。これに対して金氏は，女性だけに特別な教育を行うわけではないということを述べ

































































井田 (2000) 1 が言うような「優しい人間」の育成を挙げた。このような氏の提案は，授業者自身が市
-127一
民的資質（シティズンシップ）の内実をどのように措定するのか，その育成につながる手法・内容をど
の程度， どのように授業に盛り込むのかを考える上で，重要な問題を提起するものであった。
以上三名の先生方の発表後，フロアからは種々の質問および意見が出され， より深い議論が交わされ
た。その中でも，三名の提案の核を引き出したと考えられるのが次の質問である。「実際問題として，『地
理教育の公民教育化』は喜ばしいものであるのか，そうではないのか」というものである。この質問に
対し，志村氏は従来の地理教育は「個人」と「自然」との関係に着目していたのが，今後は「人間・社
会」と「自然」という捉え方が必要になってくるとした上で，市民的資質（シティズンシップ）の育成
を地理で扱う場合には，具体的な場所で規模（スケール）を変えながら諸問題を考えることができる利
点があるだろうとした。一方で泉氏は，「公民教育化」することで地理教育が充実するのであれば，地理
教育と公民教育の連携・融合を図ることは十分に今日的な意義があり，時機に見合うものであるとした。
また一方で渥美氏は，地理・公民といったそれぞれの科目の独自性を模索しながらも，地理教育と公民
教育との連続性は認められるものであるとした。以上のような意見が出た上で，最終的に共通する主張
が明らかとなった。「『地理教育の公民教育化』は果たして今後進行するのか，またそれは必要なことな
のか，そして自然地理学と市民的資質（シティズンシップ）がどう結びつくのか，地理で獲得した知識・
技能をどのように活用するのか，地理的な内容・方法が薄れること自体への評価はどうするのか， といっ
た議論の余地は大いに残されている」という見解であった。
本年度のシンポジウムは，市民的資質（シティズンシップ）の育成について，主に地理教育と公民教
育の関連に焦点を絞って三名の先生方に提案していただいたが，以上のことは歴史的な分野においても
検討されるべき重要な今日的課題であろう。このような意味でも幅広い提案性を持つシンポジウムが展
開されたと言える。
（文責：渡邊優輔）
1井田仁康『世界を巡って地理教育一国際理解への扉を開くー』二宮書店， 2000年
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